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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハウジング内に設けられたシリンダと、
　該シリンダ内に往復移動可能に支持されたピストンと、
　前記シリンダに沿って往復移動可能で前記ピストンと共に燃焼室を形成する燃焼室枠と
、
　前記ハウジングの下方に設けられ、被打込材への押圧時に移動可能で前記燃焼室枠と連
結されたプッシュレバーと、
　前記燃焼室内の混合気に点火する点火プラグと、
　トリガレバーのオン操作によりオンされた時に前記点火プラグを動作させるスパークス
イッチと、
　前記燃焼室枠の外周に設けられた係合部と、
　一端が前記係合部の移動軌跡に沿って設けられ、他端が前記スパークスイッチに対向す
る如く設けられたスイッチレバーとを有し、
　前記トリガレバーが前記燃焼室が形成される前に操作された時に前記スイッチレバーの
他端に接触してスイッチレバー他端が前記スパークスイッチに当接するのを阻止する部材
を設けたことを特徴とする燃焼式釘打機。
【請求項２】
　前記スイッチレバーの他端に接触して前記スイッチレバーの移動を阻止する部材を板バ
ネにより構成したことを特徴とする請求項１記載の燃焼式釘打機。
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【請求項３】
　前記スイッチレバーの一端に板バネを設け、板バネを介して前記燃焼室枠の前記係合部
に接触させることを特徴とした請求項１記載の燃焼式釘打機。
【請求項４】
　前記スイッチレバーの他端は前記燃焼室が形成された後に前記スパークスイッチに接触
するようにしたことを特徴とする請求項１記載の燃焼式釘打機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は燃焼式釘打機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　燃焼式釘打機の概要を図９を参照して説明する。燃焼式釘打機は、ハウジング１４、ハ
ンドル１１、後述するスパークスイッチを操作するトリガレバー１２、シリンダヘッド２
３、燃焼室枠１５、プッシュレバー２１、シリンダ４、ピストン１０、ドライバブレード
１６、モータ８、ファン６、ガスボンベ７、点火プラグ９、排気逆止弁３１、マガジン１
３、テールカバー１とを主に備えている。シリンダヘッド２３は空気が通過可能な複数の
穴を有してハウジング１４の上方に設けられており、ハンドル１１はハウジング１４に固
定されトリガレバー１２が付設される。燃焼室枠１５は、ハウジング１４内においてハウ
ジング１４の長手方向に移動可能に設けられ、反シリンダヘッド方向にバネ付勢されるが
、バネの付勢力に抗して一端がシリンダヘッド２３に当接可能に設けられる。ハンドル１
１の図示しない後端には電池が着脱可能に装着され、電池はモータ８、点火プラグ９等の
駆動用電源となる。
【０００３】
　プッシュレバー２１は、ハウジング１４の他端において移動可能に設けられ、燃焼室枠
１５と連接されている。シリンダ４は燃焼室枠１５に連通可能に位置してハウジング１４
に固定され、燃焼室枠１５の移動を案内すると共に排気穴３が形成されている。ピストン
１０はシリンダ４に対して往復移動可能に設けられ、燃焼室枠１５の一端がシリンダヘッ
ド２３に当接した時、シリンダヘッド２３、燃焼室枠１５、シリンダ４のシリンダヘッド
側端部と共に燃焼室５を形成する。ドライバブレード１６は、ピストン１０の反燃焼室側
からハウジング１４の他端部方向に延設されている。モータ８はシリンダヘッド２３に支
持され、ファン６はモータ８の回転軸に固定されて燃焼室５内に位置する。ファン６は、
燃焼室５内で可燃性ガスと空気を混合して燃焼を促進させると共に燃焼室枠１５がシリン
ダヘッド２３から離間した時に、外気をハウジング１４内に導入して燃焼室枠１５内を掃
気し、またシリンダ４の外周側を冷却する役割を果たす。ガスボンベ７はハウジング１４
内に収容され、シリンダヘッド２３のガス通路２２を通じて燃焼室５内に噴射される可燃
性ガスを内含する。点火プラグ９は燃焼室５に臨み可燃性ガスと空気との混合気を着火す
る。排気逆止弁３１は排気穴３を選択的に遮蔽する。
【０００４】
　マガジン１３は、ハウジング１４の他端部側に設けられて釘等の止具を収容する。テー
ルカバー１は、マガジン１３内の止具をドライバブレード１６に対向する位置に給送する
ためにマガジン１３とプッシュレバー２１との間に設けられている。
【０００５】
　燃焼室枠１５がシリンダヘッド２３に当接した時に燃焼室５を密閉するために、燃焼室
枠１５の上部と密着するシリンダヘッド２３の所定面と、燃焼室枠１５の下部と密着する
シリンダ４のシリンダヘッド側端部とには、シール材（シールリング）２９、２８がそれ
ぞれ設けられている。なお３０、２５はそれぞれ初期状態においてシリンダヘッド２３下
方及びシリンダ４の上方に形成される空気通路であって、ハウジング１４の上面を覆うヘ
ッドカバー３３から取り入れた空気をシリンダ４内外を通過させて燃焼室５、シリンダ４
内の掃気及びこれらを冷却するために設けられている。
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【０００６】
　プッシュレバー２１を被打込材２４に押し付け、トリガレバー１２をオン操作すると、
燃焼室５が形成された状態でハウジング１４に収納されたガスボンベ７内の液化可燃性ガ
スが燃焼室５内に噴射され、ファン６により空気と可燃性ガスが攪拌混合され、点火プラ
グ９による点火によって混合気が爆発燃焼され、ピストン１０を駆動してドライバブレー
ド１６を介して被打込材２７に止具が打込まれる。爆発燃焼後、所定時間が経過するまで
は、燃焼室枠１５はシリンダヘッド２３に当接した状態が維持され、燃焼ガスの排気後の
排気逆止弁３１の閉鎖によって燃焼室５内が密閉されると共に温度低下による燃焼室５内
の圧力低下により、燃焼室５側で熱真空が得られ、ピストン上下間の圧力差によりピスト
ン１０を上昇させることができる（例えば特許文献１～２参照）。
かかる燃焼式釘打機の特徴は、従来の圧縮空気式釘打機のようなコンプレッサとホースを
必要とせず操作性が良いことである。
【０００７】
　燃焼式釘打機において、プッシュレバー２１を被打込材２７に押し付け燃焼室枠１５を
燃焼室５を形成する方向に移動させない限りトリガレバー１２を作動できない、すなわち
トリガレバー１２を操作した後にプッシュレバー２１を押し付けても打ち込み動作を開始
しないようにした構成となっていることは、例えば特許文献３等によって周知のことであ
る。
【０００８】
【特許文献１】特公平１－３４７５３号公報
【特許文献２】特公平４－４８５８９号公報
【特許文献３】特公平７－３６９８５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　特許文献３により、プッシュレバー２１を被打込材２７に押し付けた状態でトリガレバ
ー１２を操作できるようにした構成が提案されたが、そのための構成が複雑で安価な燃焼
式釘打機を提供し難いという問題があった。
【００１０】
　本発明の目的は、上記した欠点をなくし、トリガレバーが先に操作されたらスパークス
イッチが動作しないようにする構成を簡単なものとし安価な燃焼式釘打機を提供できるよ
うにすることである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記目的は、プッシュレバーを被打込材に押し付けてプッシュレバーを押し上げた際に
他端が所定量下降してスパークスイッチのアクチュエータと接触することによりスパーク
スイッチをオンさせるスイッチレバーの他端を、トリガレバーが先に操作されたら下降し
ないようにすることにより達成される。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、トリガレバーが先に操作されたらスパークスイッチをオンさせるスイ
ッチレバーの他端の下降を阻止するという簡単な構成としたので、安価な燃焼式釘打機を
提供することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　本発明釘打機を一実施形態を示す図１～図９を参照して説明する。なお上記した図９と
同じ要素には同じ符号を付し、重複した説明を省略すると共に本発明に直接関係する部分
につき以下説明する。
【００１４】
　燃焼室枠１５の外壁に周方向に延びて設けられた係合片１５Ａの移動軌跡上方に位置す
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る一端４０Ａを有するスイッチレバー４０はハウジング１４に装着された支軸４０Ｃを介
してハウジング１４に回転可能に支持され、他端４０Ｂはトリガレバー１２の上方に位置
する如く形成されている。スイッチレバー４０はスプリング４２により図中反時計方向に
付勢されている。トリガレバー１２の上方にはスパークスイッチ４４が装着され、スパー
クスイッチ４４のアクチュエータ４６はスパークスイッチ４４の上面から上方に突出して
いる。スパークスイッチ４４は図示しない接点がオンした時に図示しない駆動回路を介し
て点火プラグ９を放電させるものである。なおスイッチレバー４０の一端４０Ａには板バ
ネ５０が取り付けられ、一端４０Ａは板バネ５０を介して係合片１５Ａにより押し上げれ
るように構成されている。板バネ５０の作用については後述する。
【００１５】
　図２は操作前の初期状態を示し、図３は図２からプッシュレバー２１を被打込材に押し
付けプッシュレバー２１が押し上げられ燃焼室５が形成された状態を示し、図４は図３か
らトリガレバー１２が操作された状態を示す。この際、スパークスイッチ４４のアクチュ
エータ４６がスイッチレバー４０の他端４０Ｂに当接してスパークスイッチ４４はオンす
る。図５はトリガレバー１２が操作された後にプッシュレバーレバー２１が押し上げられ
燃焼室５が形成された状態を示すが、この際にはスイッチレバー４０の他端４０Ｂが所定
量以上の下降が阻止されスパークスイッチ４４のアクチュエータ４６がスイッチレバー４
０の他端４０Ｂに当接しなくなるのでスパークスイッチ４４がオンすることはない。なお
スイッチレバー４０の他端４０Ｂとスパークスイッチ４４のアクチュエータ４６間の距離
は次のように設定されている。すなわち、図３及び図４に示す如く、プッシュレバー２１
が押し上げられ燃焼室５が形成された状態すなわち燃焼室枠１５、係合片１５Ａが上死点
に位置した状態で、トリガレバー１２が操作された時にアクチュエータ４６先端がスイッ
チレバー４０の他端４０Ｂと接触するような距離と設定されている。
【００１６】
　図６はスパークスイッチ４４とスイッチレバー４０の他端４０Ｂの関係を示す図で、他
端４０Ｂは、横方向中央の溝部４０Ｂ２、溝部４０Ｂ２の両側に設けられた当接部４０Ｂ
１及び係止部４０Ｂ３から構成されている。ハンドル１１とトリガレバー１２との間には
固定端がハンドル１１に固定されたＶ字状の板バネ４８が設けられ、板バネ４８の自由端
は初期状態で溝部４０Ｂ２の下方に位置するように構成されている。
【００１７】
　図７はトリガレバー１２が先に操作された状態を示す図６相当の図で、この場合には板
バネ４８の自由端がトリガレバー１２に押され自由端の先端が他端４０Ｂの係止部４０Ｂ
３に下方に位置している状態を示す。この場合にはスイッチレバー４０の他端４０Ｂが所
定量以上下降しないので、スパークスイッチ４４がオンすることはない。
【００１８】
　図８はプッシュレバー２１が被打込材に押し当てられた後にトリガレバー１２が操作さ
れた状態を示し、この場合には板バネ４８の自由端が溝部４０Ｂ２に位置している状態で
トリガレバー１２により押されるが、板バネ４８の自由端が溝部４０Ｂ２から外れること
はなく、板バネ４８が他端４０Ｂの下降を阻止することはない。従って、図８に示す如く
トリガレバー１２を操作することによりスパークスイッチ４４はオンするようになる。こ
の際上記した如くスパークスイッチ４４がオンするのは燃焼室５が形成された後であるの
で、混合気は確実に着火されて燃焼するようになる。
【００１９】
　トリガレバー１２が先に操作された場合には上記した如く図５に示す状態となり、スイ
ッチレバー４０の一端４０Ａには大きな力が加わるが、係合片１５Ａと一端４０Ａ間には
板バネ５０が介在しており、板バネ５０が衝撃を緩衝するのでスイッチレバー４０が損傷
を受ける恐れはなくなる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明燃焼式釘打機の一実施形態を示す断面図。



(5) JP 4353109 B2 2009.10.28

10

【図２】本発明燃焼式釘打機の初期状態を示す説明用要部断面図。
【図３】図２の状態から燃焼室枠が押し上げられ燃焼室が形成された状態を示す図２相当
の要部断面図。
【図４】図３の状態からトリガレバーが操作された状態を示す図２相当の要部断面図。
【図５】トリガレバーが先に操作された状態を示す図２相当の要部断面図。
【図６】図２のＡ－Ａ線断面図。
【図７】図５のＢ－Ｂ線断面図。
【図８】図４のＣ－Ｃ線断面図。
【図９】一般的な燃焼式釘打機の一例を示す断面図。
【符号の説明】
【００２１】
　４はシリンダ、５は燃焼室、６はファン、７はガスボンベ、８はモータ、９は点火プラ
グ、１０はピストン、１２はトリガレバー、１４はハウジング、１５は燃焼室枠、１５Ａ
は係合片、２３はシリンダヘッド、４０はスイッチレバー、４０Ａはスイッチレバーの一
端、４０Ｂはスイッチレバーの他端、４２はスプリング、４４はスパークスイッチ、４６
はアクチュエータ、４８、５０は板バネ。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】



(8) JP 4353109 B2 2009.10.28

フロントページの続き

(56)参考文献  特開昭５９－２０５２７４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開昭５７－１７８６７７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開昭５９－２０５２７３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００３－２６０６７４（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｂ２５Ｃ　　　１／０８　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

